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マックス・ヒンデルと田上義也

一大正・昭和前期の北海道建築界と建築家に関する研究一

学位論文内容の要旨

  本研究は、北海道の近代建築史上においてほば同時代に設計活動をljHltl;:し、かっプ口フェッショ

ン（職能）を強く意識した建築家の先篤区けともいえる2人のフリ―アーキテクト（組織に属さず活動

した自営建築家）、マックスヒンデルMax J-Iinder（1887～1963)と旧上叢也（1899～1991）をとり

あげ、両建築家の経歴、業績、作品・著述活動等について総合的に検討し、北海道における近代建

築家像の一・端を明らかにすることを目的としている。両者が札幌で活蹴した頃の北海道建築界は、

官庁営繕組織や営繕技術者違が主流を占めており、組織に属さないかつ職能に自覚的な白営建築家

の存在は、きわめて少数派であった。さらに2人の経歴や作品活動を理解する下地として、両者が

建築家活動を展開した札幌をq1心に、大正・昭和前期（1920～30年代）の北海道建築界にっいての概

観を試みている。

  序章では、日本の近代建築家研究が主にq1央で活躍した人物が巾心であり、外［司人建築家に闃し

ても、中央で活蹴した建築家たちを対象とし、ヒンデルのように地方で活動した人物を扱ったもの

はほとんどみられないこと、北海道における建築家研究は営繕技術者、営繕機構を対象としたもの

が主 で、民 間建築家 に関して の体系 的な研究 はほと んどみら れないことなどを指嫡した。

  第1章以下は大きく3っの論旨で展開し、第1部は両建築家が活動した時期の北海道建築界の動

向 を 概略 把 握 し、 2翻 ｜で は マ ッ クス ・ ヒ ンデ ル 、 3部 では f口上 義也を とりあげ たェ、

第1部大正・昭和荊期の北海道建築界と建築家

  第1章では、2人の建築家が活動を展開した札幌を中心に、大正u和J{7JIO!（上920～1930年代）にか

けてのモダニズム馴の北海道建築界の動きを概観し、市街地建築の多くが道外建築家や建築事務所

で設ヨfされていること、鉄筋コンクリート造採用の先進例としての函館の状況にっいて述ぺた。さ

らに北海道庁や札幌、雨蝕、小構、旭川など主要自治体の営繕作品‘F表を試作し、当時の北海道建

築界の官主導型の一面を明らかにし、また専門建築技術者を擁することのできなかった地方自治体

での嘱託技術者雇用例として、空知地方12T・ti町村の営繕事業に関与した音江村（現深川市）石井寓

助（1893－1977)の存在を指摘した。

  第2章は、都市文化の高揚に大きな影響を与えた5博覧会（1918年開道．7ff’年記念僻覧会、1926年

国産振興博覧会、1931年園産振興北海道拓殖博覧会、1931年小樽海港博覧会、193741ミ北海道代博覧

会）をとりあげ、設計スタッフ構成やパビリオンの施設概要を中心に述ぺた。第3章では、札幌市

における新興住宅地の開発と、「モダン住宅」とか「文化住宅」とか呼ばれる住宅が、建築家の設計ば

かりでなく、施j三や棟梁たちによって創造され、また近郊農家住宅にもみられることを指摘した。

第2部マックス・ヒンデル

  スイス人建築家マックス・ヒンデル（1887～1963)は1924イrに来道し、3｛ltニj′．．の札1眦滞在後嶺浜市

に移住、193541-.殻iIぢ￥務所解敞、19404fドイツ′ヾイエルン地方レーゲンヘ旅立っまで、在H外国人

-150 -



建築家として活跚した。第4章は、マックス・ヒンデルの経歴と作品活動の概要、第5章では札幌

時代の作品を、住宅建築、学校建築、宗教建築、スキーヒュッテなど建築種別ごとに概説し、さら

にジュネ―ブ園際連覬会館設計応募案についてふれた。第6章では、横浜時代の作品としてヒンデ

ル邸（1927)を含む住宅建築、宇都宮天主公教会など宗教建築のほか、聖母病院（1931）、名古屋市南

山中学校本館（1r332)、’t｜柳大学校舎（L932)をとりあげた。

  第7章は、第2部のまとめであり、ヒンデルが建築家の職能について市民啓蒙を図ったこと、日

本建築や日本文化を積極的に理解しようとしたこと、ヒンデルの作風として、住宅では、急勾配の

裾広がりのフレアード屋根、ニけら葺きや鉄板葺きの外壁防寒処理、引き戸、引違い窓の採用など、

住宅以外の作品では口マネスク様式への顕著な傾倒を中心に、住宅に通じるフレアード屋根の扱い、

鐘塔、尖塔の付加などのjL、通モチーフを明らかにし、さらにヒンデルの作風に積極的なモダニズム

への移行は兄られない点を指摘した。

第3部田上義也

  田上義也（1899ー1991）は、青山学院中等科、早稲田工手学校卒業後、1918q-;jT17国ホテルの現場事

務所に採用され、翌1919年来日のF. L.ライトに1年4力月ほど師事し、ライトから建築家のプ口

フェッションにっいて学んだ。1923年11月北海道に渡り一時バチェラ一博士宅に寄留、翌年道束の

旅を契機に北海道での建築活動を決意し、19251T-札幌時計台での第1回建築瓜で建築家としてデビ

ユーした。1920年代には住宅をqI心、193041-代には「雪国的造型」をキーワードに柑力的な活動が

みられたが、19304f代後半から設計依頼は激減し、北/王鉱山（1937)、帝産航空黼落部工場（1944)

などの産業施設を最後に戦後1951年の襾出うをまで建築家としてまったくのブランク期をむかえるこ

と に な っ た 。 本 論 文 で 対 象 と した 作 品 活動 も こ のブ ラ ンク 期 以 前と し てい る 。

  第8章は経歴および戦前期の作品活動の概観、第9章では、3回の建築作品展覧会のうち、資料

が残る1剛展（1925)と3回風（1930)および、『田上義也建築晝集』（1931）にみられる田上義也の設

計理念や制作姿勢にっいて諭考した。

  第10章は住宅作品を対象に、1920年代のライト風スタイルから193011-.代の「雪国的造型」への過

程をライト風から脱却して独自の作風を求める過程と位置づけ、処女作と考えられる大竹虎雄別邸

（1921）、北海逆での．住宅作品第1号でかつ雪国的造型の模索がみられる商田治作邸（1925)のほか、

代表作をライト風化宅、「雪国f内造型」住宅、「雪圏的造型」にいたる習作としての片流れと陵屋根

住宅、インターナショナルスタイルを意織した住宅、東京郊外の住宅に分類し、們々の作品を通じ

て田上の設計姿勢、建築観を考察した。ライト風とは、ライトの草原住宅にみられる自然と融合す

る水平性の強調や十字形平而の採用などの直接的な影響がみられる作品である。一方「雪園1‘内造型」

住宅では高さや垂直性か強調され、南而の大きなガラス開口、保温性を意識したコンバク卜なjF而

構成などが特徴1的である。't51｜分的にはライト風意匠も認められ、ライト風を意j絏しながら自己様式

を確立していく過程を兒ることかできた。
  第11章と12章では住宅以外の作品をとりあげ、第11章では1920年代の代表作が、本道における作

品第-‘号のバチェラー学園（1924)、ヒンデルとの競作であった札幌北一条教会（1927)のほか、ライ

ト風の影響の強い作品であったことを指摘した。第12章では 1930年代の作｜｜襾を、書き害IJリ表現のみ

られる商業建築、モダニズム期の代表建築としてのカフェー・飲食店、陵屋根表現などインターナ

ショナルスタイルを意識した病院建築、艦船デザインを意識したホテル建築、その他に分類し、

  「雪国的造型」を第一目標としながら、ライト風スタイルからの離脱志向がより顕著であることを

指摘した。さらに産業施設計画である北/王鉱l亅11と帝産航空黼落部工場をとりあげ、作品活動の激

減 期 に 欝 積 し た 創 作 工 ネ ル ギ ー の 格 好 の 発 散 の 場 で あ っ た こ と を 指 摘 し た 。
  第13章は第3島nのまとめであり、lO章～12章の作品概要をふまえ、1920．イr代と1930年代の作品で

は大きな変化がみられ、ライトの精神を土台にしながらも、むしろライトの作風から抜け出すこと

を意識しつつ、積雪寒冷地に適した建築作品の創造にI句けての過程の到達点のーっが雪国的造型で

あること、著作に見られる主張でも一貫して「雪国的造型」意図の確立であることを指摘している。

  結章では、第2音1｜、第3部で検討したヒンデルと田上義也、両建築家の戦前期の作品や著作活動
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の検証をふまえ、官主導型ともぃえる戦前期の北海道建築界にあって、両建築家に共通する北海道

近代建築史上における位躋付けとして、 (a)建築家の職能にっいての市民に対する啓蒙、(b)北国の

設計条件を取リ入れた北海道向き建築の提案、 (c)安易な国際様式傾倒に対する臀鑓、（d）それまで

の建築家カくほとんど対象にしなかったようなスポーツやりゾート施設、カフェーや喫茶店など小規

模商業施設といった設ヨf′ジャンルの多様性の4点を指摘した。
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学位論文審査の要旨

学 位 論 文 題 名

マックス・ヒンデルと田上義也

―大正・昭和前期の北海道建築界と建築家に関する研究一

  本論文は、大正米JWに北海道で設計活動を開始した2人の建築家、マックス・

ヒンデルとf口上義也をとりあげ、両者の経歴、作品・著述活動などの業績にっい

て詳細に調査研究した結果をまとめたものであり、当時の北海道建築界にあって、
両建築家が、プ口フェッションを強く意識した自覚的な．フリーアーキテクトの先

駆け的存在であることを明らかにしている。あわせて、両建築家の活動背景を知
る上で、犬正から昭和前朋にかけての北海道建築界にっいて概説を試みている。

本論文の主要な成果は、次の点に要約される。
  O大正昭和前期の北海道建築界におぃては、民間建築家の存在はまれで、官主

    導型であった状況を述ペ、さらに具体的に5っの鱒覧会の開イ崔、新興住宅地
    の開発など、モダニズム形成期に当る大正昭和前期の建築界の概要を体系的
    に明らかにした。

  ◎スイス人建築家マックス・ヒンデル（1887―1963）の経歴および朽n作品活動
    にっいて、群細に調査研究し、その作風、建築観にっいて明らかにした。
  ◎田上義也（1899ー1991）の戦前期の主要作品活動を建築種別ごとに詳細に述べ

    た上で、その作風が1920年代と1930年代では大きく変化し、ライト風から脱
    却して積雪寒冷地に適した雪国的造型を目指したこと、これを裏付ける著作

    活動でも一貫して雪国的造型意図の確立がテーマであったことを捐摘し、ヒ
    ンデルとともに北海道建築の質的な向上に寄与したことを明らかにした。
  ＠2人の建築家の北海道建築史上における共通の位邏付けとして、（a）建築家

    の職能にっいて広く市民に啓蒙したこと、（b）北海道向き建築の提案、（c）安
    易な国際様式傾倒への警鐘、（d）設計ジャンルの多様化への対応、の4点を
    指摘したヵ

  以上のように本論文は、建築家2人の具体的な活動経歴の解ujを通じて、．北海
道建築史の1頁を1羽らかにするとともに、日本近代における建築家の職能確立過
程を考える上での新知見を得ており、・建築学の進歩に寄与するところ大である。

  よって著者は、北海道大学博士（工学）の学位を授与される資格あるものと認
める。
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